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1． 緒言 
近年多くの選手が海外で活躍している．これ

は着実に日本サッカーのレベルが上がってき

ていると言える．これは，育成環境の整備や指

導者育成などに力を入れた成果であり，サッカ

ーの技術・戦術的指導は，質の高い指導が行わ

れるようになってきている．しかし， ほとん

どの部活動では，食事など栄養面の指導は専門

的にはされていないと考えられる． 
現在では，食育基本法が施行され，一般の人

でも「食育」を推進している中で，スポーツを

する者として一般の人よりも「食」に対して高

い意識を持たなければいけない． 
本研究では，現在のユース年代（高校の部活

動）サッカー選手の食事の摂り方，意識，知識

を調査し，現在の食習慣の実態を調査し，今の

高校サッカー界の問題点，実態を知り改善策を

考え，高校サッカーの指導現場にフィードバッ

クすることを目的とする． 
2．研究方法 
筆者自作のアンケートを滋賀県内の公立高

校２校のサッカー部員A 校 73 名，B 校 19 名，

合計 92 名を対象に行った，部員の食生活の実

態と意識，家族（親）の意識を調査した． 
調査時期は 11 月下旬に配布し回収した． 
回収したデータをexcelにより単純集計とク

ロス集計をした後グラフ化した．質問項目ごと

に，全体と各高校のデータに分け分析した． 
3．結果と考察 
仮説に反してＡ校，Ｂ校どちらも食事，栄養

の指導はされているが，指導されていないと回

答している者もいるため，完璧に指導できてい

るとはいえない．指導されたことを実際に実践

しているのは，全体で半分以下だったが実践し

ている選手は指導されているからこそできる

ようなことをしていた．だが実践できていない

選手でも実践しようという気持ちは多くの選

手が持っていることがわかる．その中で半分以

上の選手は，何をすれば良いかわからない，実

践する時間がないといった回答が多く，したく

てもできない状況がみられた．独自にやろうと

すると食事，栄養に関しての勉強が必要となる

のでなかなか実践に繋がらないと考えられる． 
全体的に B 校に比べ A 校の方が食事・栄養

に対する意識は高く，実践している選手の割合

も多かった． 
4．まとめ 

今回対象にした 2 校では食事・栄養に関する

指導はされていた．A 校では講師を招いて指導

してもらっていた．これは仮説とは異なったが

良い結果である．しかし，全員が実践している

かというとそうではなかった．いくら指導され

ていても徹底することはできていなかった．ユ

ース年代から食生活を変えるのは難しくサッ

カーと同じように幼少年期からの正しい「食育」

を習慣化させる事でユース年代でも良い習慣

が継続されると考えられる． 
引用・参考文献 
共生社会政策 食育基本法・政策 
http://www8.cao.go.jp/syokuiku/index.html 


